













年に発見し学会発表しました。この触媒は 180℃の条件下で１時間あたり 20900 回
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埋蔵文化財調査研究センター２０年記念事業　2007年 6月 5日 -17 日
本研究は、新エネルギー・産業技術総合開発機構平成 18 年度産業技術研究助成事業「水－有機多相系を制御する新規錯体触媒プロセ
スによるシンプル水和反応の開発」として平成20年3月まで総額2873万円の助成を受けて実施中です。
問い合わせ先:岡山大学新技術研究センタ  ー押木俊之(TEL/FAX: 086-251-8704, E-mail: oshiki@cc.okayama-u.ac.jp)
イリジウム錯体触媒の分子構造
 ( 黄色はイリジウム、赤色は酸素、オ
レンジ色はリン、青色は窒素、黒色
は炭素を示す)
溶媒を使わないアミド合成反応の一例
原料のニトリル1gに対して、触媒となるイリジウム錯体は約0.05 g で十分です。
数時間後にはフラスコの中に生成物であるアミドのみが得られます。
ニトリル アミド
イリジウム錯体
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